
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

を
く
り
か
え
す
な
」
と
訴

え
続
け
て
き
た
被
爆
者
の

声
で
あ
る
原
水
爆
禁
止
運

動
は
３
１
５
８
万
３
１
２

３
人
の
署
名
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
以
後

65
年
に
わ
た

り
、
人
々
の
行
動
と
署
名

の
力
は
国
際
政
治
を
動
か

し
、
２
０
２
１
年
核
兵
器

禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
禁
止
条
約
の

力
が
、
い
ま
ほ
ど
求
め
ら

れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

政
に
参
加
す
る
政
治
家
に

は
、
核
軍
縮
の
重
要
性
を

否
定
す
る
意
見
を
述
べ
る

人
が
現
れ
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は

原
子
力
発
電
所
を
盾
に
し

た
軍
事
作
戦
も
遂
行
さ
れ
、

社
会
へ
の
脅
し
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
争
に
よ
り
、

殺
し
合
い
や
破
壊
行
為
が

続
け
ば
、
勝
ち
も
負
け
も

な
く
、
市
民
の
間
に
憎
悪

が
生
ま
れ
る
だ
け
で
す
。

紛
争
解
決
に
残
さ
れ
て
い

る
も
の
は
外
交
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

被
爆
国
の
日
本
の
進
む

べ
き
道
は
、
軍
事
同
盟
に

よ
る
敵
対
で
は
な
く
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、

周
辺
国
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
東
ア
ジ
ア
を
平
和
の

方
向
へ
転
換
さ
せ
て
い
く

こ
と
、
立
場
の
違
う
諸
国

が
互
い
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
て
、
紛
争
を
話
し

合
い
で
解
決
し
て
い
く
平

和
安
全
保
障
体
制
を
目
指

す
べ
き
で
す
。

と
こ
ろ
で
高
教
組
は
、

組
合
活
動
の
柱
と
し
て
交

渉
以
外
に
署
名
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
民

主
主
義
の
本
質
は
、
大
衆

動
員
で
あ
り
、
数
が
多
け

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
パ
ワ
ー

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
で
あ
る
こ
と
が
露
呈

さ
れ
る
と
困
る
人
た
ち
は
、

「
組
合
と
か
、
デ
モ
と
か

署
名
な
ん
て
意
味
が
な
い
」

と
ニ
ヒ
ル
な
態
度
を
と
る

空
気
を
作
り
だ
し
、
洗
脳

し
よ
う
と
し
ま
す
。
現
状

は
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に

す
で
に
洗
脳
さ
れ
て
い
る

人
の
方
が
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
民
主
国
家
の

支
配
者
た
ち
は
、
メ
デ
ィ

ア
対
応
に
厳
し
く
、
世
論

調
査
や
大
衆
動
向
に
大
い

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

巷
で
は
、
「
世
界
平
和
」

「
連
合
」
と
い
う
言
葉
は

某
カ
ル
ト
団
体
も
使
う
た

め
、
身
構
え
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
知

恵
や
知
識
は
市
民
に
と
っ

て
最
大
の
武
器
に
な
り
ま

す
。
学
習
用
に
右
上
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
冊
ず
つ

分
会
に
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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(1)

お
盆
の
帰
省
や
夏
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
中
に
自
動
車

で
出
か
け
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
教
職
員
は
多

忙
な
業
務
の
連
続
で
、
日

頃
の
慣
れ
た
道
で
も
「
ぼ

ん
や
り
」
運
転
か
ら
の
事

故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

教
職
員
の
自
動
車
事
故
対

応
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
型

（
通
販
型
）
に
は
な
い
、

教
職
員
の
身
分
を
守
る
特

別
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

通
販
型
か
ら
全
教
自
動

車
保
険
に
見
直
し
た
組
合

員
か
ら
「
い
ま
加
入
中
の

保
険
が
更
新
時
期
で
な
く

て
も
、
保
険
解
約
は
簡
単
。

残
り
月
の
掛
金
も
戻
っ
て

く
る
」
「
コ
ス
ト
重
視
の

あ
ま
り
、
安
心
の
メ
リ
ッ

ト
は
失
い
た
く
な
い
」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

高
教
組
は
、
充
実
し
た

事
故
対
応
を
し
て
く
れ
る

長
崎
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
の

全
教
自
動
車
保
険
（
東
京

海
上
日
動
提
携
）
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
試
し
に
見

積
も
り
を
取
っ
て
み
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
見
積
も
り
用
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

夏
の
お
出
か
け
前
に
保
険
を
見
直
し
ま
せ
ん
か

通
販
型
保
険
に
は
な
い

安
心
感

7
月

22
日
、
全
教
、
教

組
共
闘
連
絡
会
、
子
ど
も
全

国
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
「
え

が
お
署
名
」
の
提
出
行
動
を

行
い
、
そ
の
後
、
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
、
全
労
連
、
公

務
労
組
連
絡
会
、
全
労
連
公

務
部
会
と
一
緒
に
、

7･

22
中
央
行
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
長
崎
か
ら
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
前
で
行
わ
れ

た
「
え
が
お
署
名
」
提
出
集

会
は
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、

情
勢
報
告
や
連
帯
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
発
言

が
５
つ
の
地
域
を
代
表
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
発

言
者
か
ら
、
教
育
に
穴
が
開

く
現
状
が
報
告
さ
れ
、
教
育

予
算
の
拡
充
と
教
員
不
足
解

消
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
中
国
・
四
国
・
九
州
】
の

代
表
と
し
て
、
佐
藤
書
記
長

が
発
言
し
、
離
島
の
現
状
や

問
題
点
を
例
に
挙
げ
、
学
校

統
廃
合
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
書

記
長
は
署
名
提
出
団
の
一
員

と
し
て
、
文
部
科
学
省
へ
の

提
出
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
７
３
８
７
４
筆

（
長
崎
か
ら
１
１
６
８
筆
）

の
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
労
連
公
務
部

会
主
催
の
「
大
幅
賃
上
げ
・

底
上
げ
の
人
事
院
勧
告
を
！
」

人
事
院
前
要
求
行
動
に
参
加

し
、
４
０
０
人
が
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
の
声
を
上
げ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
、
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
・
大
会
議
室
に

お
い
て
、
「
人
勧
闘
争
勝
利
、

非
常
勤
職
員
の
雇
用
安
定
と

処
遇
改
善
」
学
習
決
起
集
会

が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、
非

常
勤
職
員
の
雇
用
安
定
と
処

遇
改
善
を
求
め
る
国
会
議
員

要
請
行
動
と
「
人
員
増
と
労

働
条
件
改
善
予
算
の
拡
充
を
」

内
閣
人
事
局
前
行
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
長
崎
高
教
組
の

２
名
は
、
国
会
議
員
要
請
行

動
に
参
加
し
、
総
務
委
員
会
・

内
閣
委
員
会
の
九
州
・
四
国

出
身
の
参
議
院
議
員
へ
の
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
猛

暑
や
豪
雨
、
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
の
悪
化
の
中
で
し
た
が
、

無
事
に
行
動
を
終
了
し
ま
し

た
。

「
え
が
お
署
名
」
提
出
行
動
と
22
人
勧
闘
争
勝
利
！

署名が入った箱を前に佐藤書記長が街宣車上でアピール 文部科学省前

核兵器禁止条約を
誕生させた

原
水
禁
世
界
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

署名の力
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長
崎
県
は

7
月

16
日
佐

世
保
会
場
・

7
月

17
日
長

崎
会
場
で
公
立
夜
間
中
学

設
置
に
向
け
た
機
運
を
高

め
た
い
と
し
、
夜
間
中
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま

し
た
。
国
は
２
０
１
６
年

に
教
育
機
会
確
保
法
が
制

定
し
、
全
て
の
都
道
府
県
、

政
令
指
定
都
市
へ
設
置
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０

２
２
年

4
月
現
在
、
夜
間

中
学
校
は

15
都
府
県
で

40

校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

長
崎
県
も
先
進
地
視
察
な

ど
を
行
い
、
設
置
準
備
を

始
め
て
い
ま
す
。
対
象
者

を
他
県
と
同
様
に
様
々
な

事
情
で
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
者
、

不
登
校
等
に
よ
り
学
校
に

通
学
出
来
な
か
っ
た
者
、

母
国
や
日
本
で
義
務
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
外
国
籍

の
方
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

夜
間
中
学
の
教
育
は
、

保
障
教
育
・
識
字
教
育
・

日
本
語
教
育
の

3
つ
が
柱

と
な
っ
て
お
り
、
県
教
委

は
２
０
２
０
年
度
に
夜
間

中
学
で
学
び
た
い
生
徒
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
自
分
が

学
び
た
い
、
ま
た
、
ま
わ

り
に
学
ば
せ
た
い
人
が
い

る
と
答
え
た
人
は
県
内
で

２
８
７
人
お
り
、
そ
の
内

訳
は
日
本
国
籍

21
％
、
外

国
籍
は

79
％
と
な
っ
て
お

り
、
他
県
と
同
様
に
長
崎

県
に
お
い
て
も
高
い
ニ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
（
前
）

葛
飾
区
立
双
葉
中
学
校
夜

間
学
級
教
諭
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

仕
事
の
流
儀
に
出
演
し
た

佐
世
保
市
出
身
の
入
江
陽

子
先
生
と
和
歌
山
信
愛
大

学
教
育
学
部
の
江
口
怜
助

教
を
迎
え
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
「
誰

も
が
純
粋
な
学
び
へ
の
欲

求
を
持
ち
、
特
に
夜
間
中

学
を
卒
業
し
た
者
に
は
、

自
分
の
人
生
を
肯
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

県
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
や
教
育
支
援
多
様
性
の

機
能
を
果
た
す
役
割
を
想

定
し
て
設
置
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
現
段
階
で

は
不
透
明
な
部
分
が
多
い

状
況
で
す
が
、
高
教
組
も

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

夜
間
中
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

自
分
の
人
生
を
肯
定
す
る

NHK仕事の流儀より入江陽子さん（左から3人目）

自
治
体
研
究
所
が
講
演
会

「
加
害
側
の
兵
士
の
苦
悩
も
知
る
べ
き
」

高
教
組
も
参
加
す
る
県

地
域
・
自
治
体
研
究
所
は

17
日
、
「
日
本
は
ア
ジ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
？
―
軍

拡
・
改
憲
で
安
全
は
生
み

出
せ
る
の
か
」
と
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
長
崎
大
学
核
兵
器
廃

絶
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
山

口
響
氏
。

96
条
先
行
案
で

の
自
民
党
内
の
抗
争
や
、

改
憲
で
の
公
明
・
維
新
の

動
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
党
や
参
政

党
の
本
質
な
ど
を
、
詳
し

い
資
料
と
と
も
に
示
し
、

「
改
憲
阻
止
に
は
、
戦
争

の
被
害
の
意
識
だ
け
で
は

不
十
分
。
加
害
の
一
端
を

担
わ
さ
れ
る
ロ
シ
ア
兵
の

苦
悩
も
知
る
べ
き
」
と
語

り
ま
し
た
。

講師：長崎大学核兵器廃絶センター研究員の山口響さん

6
月

29
日
爆
心
地
公
園
で

出
発
集
会
を
行
い
、
市
長
代

理
と
被
災
協
の
田
中
重
光
会

長
か
ら
挨
拶
を
受
け
、
黙
祷

黙
後
、

11
時

03
分
よ
り
広

島
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
発
効
を
力
に
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
禁
止

条
約
に
参
加
す
る
日
本
を
実

現
し
よ
う
」
を
掲
げ
、
県
内

幹
線
コ
ー
ス
を
行
進
し
ま
し

た
。
猛
暑
と
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
、
全
コ
ー
ス

を
歩
き
と
お
す
こ
と
は
せ
ず
、

全
市
町
村
で
、
懇
談
、
要
請

を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
締
約
国
会
議
を
成

功
さ
せ
た
力
と
、
核
兵
器
ノ
ー
、

平
和
憲
法
を
改
悪
す
る
な
、

政
府
は
禁
止
条
約
を
批
准
せ

よ
の
訴
え
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

7
月

1
日
諫
早
の
行
進

で
は
、
「
長
崎
高
教
組
が
他

団
体
へ
の
気
遣
い
や
声
か
け

が
あ
り
、
連
帯
に
力
を
発
揮

し
て
く
れ
た
」
と
の
連
絡
が

本
部
に
届
く
な
ど
、
高
教
組

は
企
画
か
ら
現
場
で
の
行
動

ま
で
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。

7
月

2
日
大
村
の
集
会

で
は
園
田
裕
史
大
村
市
長
も

駆
け
つ
け
て
激
励
を
受
け
、

7
月
5
日
三
川
内
支
所
で
、

佐
賀
原
水
協
へ
無
事
に
引
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2022国民平和大行進

園
田
大
村
市
長
が
激
励

（
左
か
ら
３
人
目
）

爆心地公園での出発集会

諫早市役所まえ

核兵器禁止条約に参加する日本を実現しよう


